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バイクメンテナンス入門
新車だからこそ使いたいスーパーゾイル

バイク好き、自動車好きのあいだで話題となっているケミカル「スーパーゾイル」シリーズ。
数多くの愛用者がリピーターになっている事実こそが、同シリーズ商品の性能や効果を何より裏付けている。

メンテナンス入門者こそ高性能なケミカルを上手に利用し「バイクのコンディションを常に良く保ちたい」ものである。
また、新車だからこそ高性能ケミカルを利用し、愛車と末永く良い関係を保ちたいものでもある。
ここではカワサキKLX125をトライマシンに、DIYメンテナンスのコツや楽しさを紐解いていこう。

取材協力／パパコーポレーション　Phone03-3589-8000　http://www.superzoil.com

with SUPER ZOIL
第2回「スーパーゾイルグリース」編

KLX125のリアサスペンションリンク関
連部品を分解した。未舗装林道や河原
での水遊び走行が多いバイクの場合は、
この部分の潤滑が極めて重要で、走り
に大きな影響を与える。

基本的にオフロード車はエンジン
の底部分にエンジンガードが装
着されており下面が平面のため、
モトクロッサー用のメンテスタンド
を利用することで前後足周りをフ
リーにできて作業性がよい。

近年のカワサキ車に限ったことではないが、海外にて生産されたモデルの多くは、足周り摺動部品へのグリース塗布
量が極端に少ないといった話題を各所で聞く。塗りすぎは良くないが、明らかに少な過ぎるのは問題である。

-35～＋130℃の幅広い温度条件下で安定性
能を発揮。酸化性が低く乳化しにくい特性のため
劣化に対して強く、長時間安定した潤滑性能をキー
プする。スーパーゾイル成分によって金属表面を
平滑にし、グリースが潤滑面に強く付着するため、
消音効果と同時に泥や水の侵入を防ぎ優れた防
錆効果も同時に発揮する高性能グリース。

ブレーキフルードと同系統の特殊合成潤滑油をベースにした商品で、油
圧式ブレーキシステムの各摺動部に使うことを目的に開発された。したがっ
てブレーキフルードとの相溶性に優れている。高温でも酸化および炭化
しにくいため、グリースがスラッジになり作動性を低下させることもない。
ゴム部品同士やゴム部品×金属部品の摺動箇所に塗布する。

SUPER ZOIL GREASE
スーパーゾイルグリース（リチウム石けん基）
ソフトチューブ入り100g◎税別2200円

SUPER ZOIL RUBBER GREASE
スーパーゾイルラバーグリース
ソフトチューブ入り100g◎税別2200円
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２
０
１
５
年
モ
デ
ル
の
Ｋ
Ｌ
Ｘ
１
２
５（
新

車
）を
こ
の
春
に
購
入
し
た
弊
社
ス
タ
ッ
フ
。そ

の
Ｋ
Ｌ
Ｘ
の
定
期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス（
現
実
的
に

２
ヶ
月
に
１
度
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）を
担
当
し
て

い
る
の
が
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
あ
る
。
初
回
の
点

検
は
走
行
８
０
０
㎞
の
際
に
購
入
デ
ィ
ー
ラ
ー

で
行
い
、そ
の
後
、さ
ら
に
約
２
５
０
㎞
走
行

後
に
オ
イ
ル
交
換
を
行
っ
た
。
前
回
の
リ
ポ
ー

ト
が
ま
さ
に
そ
の
オ
イ
ル
交
換
だ
っ
た
が
、メ
ン

テ
完
了
後
に
ツ
ー
リ
ン
グ
へ
出
掛
け
た
マ
シ
ン

オ
ー
ナ
ー
か
ら
は

「
オ
イ
ル
交
換
で
ず
い
ぶ
ん
エ
ン
ジ
ン
が
軽
く

回
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
!!　

振
動
も
減
っ
た

み
た
い
で
こ
れ
ま
で
以
上
に
快
適
に
な
り
ま
し

た
よ
」と
の
イ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
。

　

く
た
び
れ
気
味
の
エ
ン
ジ
ン
で
オ
イ
ル
交
換

を
行
う
際
に
、高
性
能
ケ
ミ
カ
ル（
エ
ン
ジ
ン

オ
イ
ル
添
加
剤
）を
併
用
す
る
こ
と
で
、そ
の

効
果
が
顕
著
に
表
れ
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ

て
い
る
。
実
は
、そ
れ
は
新
車
に
も
言
え
る
こ

と
な
の
だ
。「
慣
ら
し
運
転
」が
必
要
な
よ
う

に
、そ
の
慣
ら
し
の
と
き
に
も
高
性
能
ケ
ミ
カ

ル
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
る
の
だ
。

つ
ま
り
、エ
ン
ジ
ン
内
部
の
各
摺
動
部
の
当
た
り

（
摩
擦
抵
抗
）を
減
ら
し
、初
期
馴
染
み
を
高

め
る
の
が
慣
ら
し
運
転
の
目
的
な
の
で
、そ
ん

な
時
に
こ
そ
高
性
能
ケ
ミ
カ
ル
が
大
き
な
効

果
を
発
揮
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

　

前
回
、Ｋ
Ｌ
Ｘ
の
オ
イ
ル
交
換
時
に
は
、高

性
能
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
添
加
剤
、ス
ー
パ
ー
ゾ
イ

ル
が
あ
ら
か
じ
め
配
合
さ
れ
た
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル

「
シ
ン
セ
テ
ィ
ッ
ク
ゾ
イ
ル
10
Ｗ
40
」を
利
用
。

そ
の
効
果
に
よ
っ
て
エ
ン
ジ
ン
内
部
の
摩
擦
抵

抗
が
減
り
、以
前
と
比
べ
て
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
、

か
つ
エ
ン
ジ
ン
の
吹
け
が
軽
く
な
り
、振
動
が

減
っ
た
と
の
印
象
を
受
け
た
の
だ
ろ
う
。

　

エ
ン
ジ
ン
ば
か
り
で
は
な
く
、車
体
に
関
し

て
も
慣
ら
し
運
転
が
必
要
な
こ
と
を
ご
存
じ

だ
ろ
う
か
？　

前
後
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
や
ス
テ

ア
リ
ン
グ
に
は
様
々
な
作
動
部
、
摺
動
部
が

あ
る
た
め
、そ
れ
ら
が
ス
ム
ー
ズ
か
つ
レ
ス
ポ
ン

ス
良
く
動
か
な
け
れ
ば
、
本
来
の
走
行
性
能

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
例
え
ば
、リ
ア

シ
ョ
ッ
ク
ユ
ニ
ッ
ト
で
考
え
て
み
よ
う
。ス
イ
ン

グ
ア
ー
ム
ピ
ボ
ッ
ト
シ
ャ
フ
ト
を
強
く
締
め
付

け
過
ぎ
た
結
果
、ス
イ
ン
グ
ア
ー
ム
が
ス
ム
ー
ズ

に
上
下
作
動
せ
ず
、動
き
が
渋
く
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
時
折
あ
る
。モ
ノ
シ
ョッ
ク
の
リ
ア
サ

ス
で
リ
ン
ク
機
構
付
き
の
場
合
は
、こ
の
リ
ン

ク
の
摺
動
部
分
に
不
具
合
（
ブ
ッ
シ
ュ
カ
ジ
リ
）

が
出
て
、作
動
状
況
が
著
し
く
悪
く
な
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
。完
全
な
グ
リ
ー
ス
切
れ
＝
潤
滑
不

足
で
作
動
性
が
悪
く
な
り
、そ
れ
に
気
が
付
か

ず
に「
リ
ア
シ
ョッ
ク
の
動
き
が
渋
い
か
ら
高
性

能
パ
ー
ツ
に
交
換
し
て
み
よ
う
!!
」な
ど
と
、

勘
違
い
を
す
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。
そ
の
よ
う
な

場
合
は
、リ
ン
ク
周
り
を
分
解
し
、汚
れ
や
サ

ビ
を
落
し
て
摺
り
合
わ
せ
、患
部
に
グ
リ
ー
ス

ア
ッ
プ
す
れ
ば
、驚
く
ほ
ど
リ
ア
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ

ン
の
レ
ス
ポ
ン
ス
が
良
く
な
る
も
の
だ
。
そ
ん

な
経
験
を
過
去
に
し
た
こ
と
が
あ
る
サ
ン
デ
ー

メ
カ
ニ
ッ
ク
も
数
多
い
は
ず
だ
。

　

今
回
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
は
、リ
ア
サ
ス
ペ
ン

シ
ョ
ン
リ
ン
ク
周
辺
の
ク
リ
ー
ン
ナ
ッ
プ
と
グ

リ
ー
ス
ア
ッ
プ
、そ
し
て
締
め
付
け
ボ
ル
ト
の
ト

ル
ク
管
理
を
し
っ
か
り
行
っ
て
み
た
。
前
回
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
後
に
は
未
舗
装
林
道
ツ
ー
リ
ン

グ
を
楽
し
み
、し
か
も
雨
に
も
降
ら
れ
た
そ
う

だ
が
、車
両
を
あ
ず
か
っ
た
と
き
、リ
ア
サ
ス
ペ

ン
シ
ョ
ン
の
動
き
は
明
ら
か
に
重
く
感
じ
ら
れ

た
。と
こ
ろ
が
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
後
の
リ
ア
周
り

は
、実
に
軽
く
作
動
し
、レ
ス
ポ
ン
ス
も
良
く

な
っ
た
。さ
ら
に
前
回
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
同
様

に
ド
ラ
イ
ブ
チ
ェ
ー
ン
を
し
っ
か
り
洗
浄
し
た
後

に
ス
ー
パ
ー
ゾ
イ
ル
チ
ェ
ー
ン
ル
ブ
を
し
っ
か
り

ス
プ
レ
ー
し
た
こ
と
で
、リ
ア
ホ
イ
ー
ル
の
空
転

時
間
が
驚
く
ほ
ど
長
く
な
っ
た
。
改
め
て
「
潤

滑
」の
重
要
性
を
思
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

KAWASAKI KLX125 2015

分解したリンク周辺部品は洗浄してから各部に適量の
グリースを塗布。インナーカラーやブッシュピンを差し
込んだ状態で復元開始。タイヤからドロや小砂利のハ
ネ返しをダイレクトに受ける場所だ。

ドライブチェーンとスプロケットの間にドライバーを噛み
込ませてチェーンを突っ張り、その状態でリアアクスル
を締め付け固定する。このようにすることでチェーンア
ジャスターの遊びが無くなるのだ。

リアホイールを復元する前に両サイドのカラーを抜き取
り、キレイなウエスで汚れを拭き取る。そして、ダストシー
ルリップの当たる部分にスーパーゾイルラバーグリース
を適量塗布する。

スイングアームのピボットシャフト以外に、スイングアーム
側ピボット、フレーム側リンクピボット、リアサスロア側など
など4本のシャフトをすべて差し込んでからナットを止め付
ける。トルク管理はボルトの太さで50N・mと60N・m。

リアホイールアクスルもやはり油っけがほとんど無く乾
燥していたので、ウエスで拭き取ってからスーパーゾイ
ルグリースを少量塗布して指先で伸ばし、組み立て性
の向上と同時に防錆処理を施した。

三角形のリンクブロックには摺動性&作動性向上のためにベアリングが組み込まれている。このKLX125の場合はリアショック
ユニットの下側締結部分にニードルローラーベアリングとダストシールが圧入されていた。汚れを洗浄してからグリースアップを施した。

スイングアーム側ピボットやリンクを組み合わせる他の2箇所はピン×ブッシュの摺動軸受けとなっていた。グリースの塗布量
が著しく少なく、ピンの一部はすでに強く擦れ合ってピカピカに輝いていた。KLX125も明らかにグリースの塗布が少ないようだ。

スイングアームピボットにはグ
リースアップしなかったが、ピ
ボットシャフトを抜き取り、サビ
の防止を目的にグリースを適
量塗布した。締め付け復元時
にはトルク管理しよう。108N・
mで締め付けた。オーバートル
クは作動性低下の原因だ。

オフ走行を楽しむユーザーの中に
は、ツーリング先や林道走行前に
チェーンルブをしっかり吹き付けて
イザ出陣!!　といったケースが多々
ある。これは大正解だ。特に、雨天
時やぬかるみ路が多い走行ルート
では、チェーングリースが洗い流さ
れ、まともに潤滑されていないチェー
ンも多い。オフ走行が多いキャンプ
ツーリーングなどでは、チェーンルブ
の携行は必須。なにしろ吹き付け
た後の走りは気持ち良い !!

500km程度の走行でもチェーンの油分はゼロに!!

SUPER ZOIL CHAIN LUBU　スーパーゾイルチェーンルブ◎220ml税別2000円


